
【資料５】 ①１学年社会科学習指導案 

 

社会科学習指導案 

 
       平成 17年 10月６日～19日 

  学級： 県立中央中等教育学校 １年 1,2,3,4組 
指導者： 企画調査Ｇ 長期研修員 小林 禎 

 
Ⅰ 単元名  都道府県を調べよう ～群馬県～ 
 
Ⅱ 単元の考察  （…省略） 

  
Ⅲ 単元の目標 

 群馬県の地理的事象を追及する活動を通して、群馬県の特色をとらえるとともに、他の都道府県をとらえ

る視点や方法を身に付けさせる。 
 

Ⅳ 評価規準 

 十分満足できる状況 おおむね満足できる状況 
社会的事象への 
関心・意欲・態度 

・自分で積極的に集めた資料や、他の生徒に意

見から、群馬県の特色を意欲的にとらえよう

とする。 
・群馬県の課題を自分にも関わりがあることと

とらえ、解決するための方策を積極的に考え

ようとする。 

・与えられた資料や、他の生徒の意

見から、群馬県の特色をとらえよ

うとする。 
・群馬県の課題に対して、解決する

ための方策を考えようとする。 

社会的な 
思考・判断 

・群馬県の特色を、資料に基づいて多面的・多

角的に考察する。 
・群馬県をよりよくするための方策を、社会的

な条件を考慮して自分なりに考える。 

・群馬県の特色を、資料に基づいて

考察する。 
・群馬県をよりよくするための方策

を、自分なりに考える。 
資料活用の 
技能・表現 

・目的に応じて、地図や統計資料を正しく読み

取る。 
・群馬県の特色を端的に表現し、観光用ポスタ

ーとして他者に分かりやすくまとめる。 

・地図や統計資料を正しく読み取る。

・群馬県の特色を、観光用ポスター

としてまとめる。 

社会的事象に 
ついての知識・理解 

・群馬県は多様な地域から成り立っているこ

と、全国的に見て特色のある産業があること

を、地域ごとの差異や全国的視野に立って具

体的に理解し、知識を身に付ける。 

・群馬県は多様な地域から成り立っ

ていること、全国的に見て特色の

ある産業があることを理解し、知

識を身に付ける。 
 
Ⅴ 指導方針 

○つかむ過程では、群馬県の多様性に気付かせるために以下のような手だてを用いる。 
 ・県内数カ所の景観写真を提示する際、都市部、自然が豊かな山間部、自然を生かした産業が盛んな地域

を提示する。 
 ・群馬県発行の冊子やＷｅｂのフリー百科事典に載っている、全国から見た群馬県のイメージである「３

Ｋ」とは何か考えさせる（３Ｋは、「雷」「空っ風」「かかあ天下」の頭文字）。 
 ・事前に書いた、居住市町村から見た群馬県のイメージを発表させる。 
 ・地図帳を用い、地図上の情報を、記号や地形を表す色などに注目して読み取らせる。 
 ・事前に書いた名刺を、口頭で説明しながら交換させる。名刺には、自分の名前と一緒に、居住市町村の

有名なものや特色が書かせておく。 
○追究する過程では、自然や農業、交通など様々な観点から群馬県をとらえ、自分なりの意見を持たせるた

めに以下のような手だてを用いる。 
 ・上毛カルタの札に詠まれた自然の中から、群馬県のことを紹介するという観点から「群馬県のシンボル」

を考えさせる。自分なりの意見を持たせた後で、グループで話し合う機会を持ち、シンボルを一つに決

めさせる。意見をすりあわせ、妥当な意見を取捨選択させる。 
 ・様々な資料に基づき理由をはっきりさせ、群馬県の農業の主役は何か考えさせる。自分の意見を持たせ

た後で、グループ内で意見交換をさせる。他の意見と比較して、自分の意見をよりよいものにさせる。 
 ・交通の発達している地域を、地形や工業、人口などと関連させて考えさせる。 
 ・（見たり、乗車したりなど）生活経験がある生徒が多いコミュニティバスについて、利用増加策を考えさ



せる。利用が少ない理由を考えた後、それを改善するという観点から増加策を考えさせる。 
○まとめる過程では、群馬県の特色を総合的にとらえるために、ポスターの制作をした。学習してきたこと

を生かして、よさが伝わるようなものを制作するよう、指導した。ポスターはクリアブックに入れ、誰で

も見ることができるようにする。 
○興味・関心を高めるために、以下のような郷土教材を活用する。 
・生徒に馴染みのあるもの（学校周辺の写真、上毛カルタ） 
・意外性のあるもの（車社会・群馬、群馬の３Ｋ） 
・視覚に訴えるもの（景観写真などの画像資料） 
・日本有数なもの（車社会・群馬、嬬恋村の高原キャベツ） 

○単元全体を通して、生徒の興味・関心を持続し、理解をしやすくするため、必要な画像や指示等をスライ

ドショーにまとめ、プロジェクターで投影する。 
○単元全体を通して、生徒が思考しやすくするため、また授業後に学習を振り返ったり、発展的に学習をし

たりしやすくするため、資料プリントを配布する。 
○単元全体を通して、自分の学習してきたことや群馬県のイメージを振り返りやすいよう、単元前調査と自

己評価カードを１枚にする。自己評価カードを書く時間を時間内に設定し、学習して分かったことと思っ

たことを書かせる。生徒の様子を把握するため、自己評価カードは授業ごとに回収する。 
 
Ⅵ 指導計画 

  ☆主なねらい（形態）  ○学習内容 ○主な指導・支援  ☆評価（評価方法）《観点》 

つ
か
む 

１ 
 

群
馬
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
？ 

☆群馬県は多様な地域から成り立っている

ことに気付く（個人・一斉） 

①県内の数カ所の写真を見て、地域ごとに

様々な景観があることに気付く。 

②群馬県の名物「３Ｋ」とは何か考える。さら

に、自分が考えてきた「群馬はどんなとこ

ろ」を発表し合い、人や居住地域によっ

て様々な見方があることに気付く。 

③群馬県の地図から、居住市町村と学校の

位置を確かめ、県内にはどんな場所や特

産物があるか考える。 

④名刺交換をし、生徒の居住市町村の様子

と、群馬県の多様性に気付く。 

⑤本時の学習を終了した時点での「群馬県

はどんなところ」を考えて書く。 

①写真は、県の多様性が分かり、次時以降の学習に関連す

るものを用意。学校周辺の写真から見せ始める。 

②「３Ｋ」は「雷」「空っ風」「カカア天下」のことだが、それ以外

の答えが出ても認めていく。 

③情報量が多い地図帳の地図を使う。居住市町村や学校の

位置には、見つけたら指を置かせ、隣の者と確認させる。 

④名刺には、自分の名前と居住市町村の名前を書かせるとと

もに、位置や特色、特産物などをイラストで描かせておく。

口頭で紹介しながら、数人と交換させる。名刺をもらった

ら、位置や特色などの情報を白地図に書かせ、自分の居

住市町村との位置関係を把握させる。 

☆【評価】群馬県内には多様な地域があることに気付く。 
（自己評価カード）《興》 
⑤自分の書いてきた意見も大切にしながら、本時の学習で調

べて分かったこと、他の人の意見も取り入れて考えさせる。 

追
究
す
る 

２ 
 

群
馬
の
自
然 
☆群馬県の自然の概要を理解する 

（グループ・一斉） 

①群馬県の地形や気候に関する写真を見

て、前時の復習をするとともに、本時の学

習内容について知る。 

②副読本掲載の断面図や景観写真を読み

取ったり、説明を聞いたりする。 

③上毛カルタには、群馬県のどんな自然が

詠まれているか考え、白地図に書き入れ

る。②③の活動を通して、県内には様々

な地形があることに気付く。 

④上毛カルタの自然を詠んだ札の中から、

群馬のシンボルには何がふさわしいか考

える。 

⑤本時の学習を終了した時点での「群馬県

はどんなところ」を考えて書く。 

①前時と同じ写真を使用し、前時の学習を想起させる。③の

活動に取り組みやすいよう、上毛カルタの詠まれた自然の

画像も使用する。 

②資料活用技能を身に付けさせるため、断面図の読み取りで

は、標高や２点間の距離を確認する。 

③ワークシートの白地図に、学校所在地、居住市町村の位

置、利根川や上毛三山等、上毛カルタに詠まれている地形

を書き入れさせる。白地図は作業がしやすいよう、副読本と

同縮尺のものを用意する。 

④群馬県のことを紹介するとしたら、という観点でシンボルを

考えさせる。考える参考に、カルタに詠まれた地形等の写

真と、簡単な説明を載せた資料プリントを配布する。自分の

意見をプリントに書かせ、態度を表明させる。クラス全体の

意見を確認し、その後、４人程度のグループを作り話し合

いを行う。選びやすいよう、話し合いがしやすいよう、札は

予め７つ選んで提示する。 

☆【評価】群馬県のシンボルを考える。（ワークシート）《考》 
☆【評価】群馬県の自然の概要を理解する。 
（ワークシート）《知》 
⑤主に自然の面から見た群馬県について書かせる。名詞の

羅列にならないように助言をする。 



３ 
 

群
馬
の
農
業 

☆群馬県の農業の概要を理解する 

（グループ・一斉） 

①「嬬恋村の高原キャベツ物語」を聞いた

り、文書資料を読み取ったりすることで、

農業は気候や地形などの自然条件や消

費傾向などの社会条件に左右されること

に気付く。 

②主題図やグラフなどの資料、副読本など

の文書資料から、群馬県の農業の特色を

理解する。 

③群馬県の農業の主役は何か、討論をす

る。 

④本時の学習を終了した時点での「群馬県

はどんなところ」を考えて書く。 

①「嬬恋村の高原キャベツ物語」は自作し、写真を提示しなが

ら、教師が話をする。環境条件との関連、農家の絶え間な

い工夫と苦労について説明する。 

②群馬県の農産物といえば何か想起させた後、統計のグラフ

資料をする。興味・関心を高めるため、個別農産物出荷額

上位 10 品を予想させてから資料を提示する。 

③主役は畜産、野菜作り、果物作り、米作りの中から選ばせ

る。プリントに自分の意見とその根拠を書き、立場を明確に

してから、４人程度のグループ内で討論をさせる。様々な考

え方を認め合い、根拠を大切にして考えを言うことが大切

であることを事前に説明する。 

☆【評価】資料を的確に読み取る（ワークシート・観察）《資》 
④主に農業の面から見た群馬県について書かせる。討論の

結果や、そのとき考えたことも盛り込んで書かせる。 

☆【評価】農業の概要を理解する 
（自己評価カード、ワークシート）《知》 

４ 
 

群
馬
の
工
業
と
交
通 

☆資料を的確に読み取り、社会に対して関

わろうとする意欲を高める（個人・一斉） 

①「車社会」と群馬県が言われているのはな

ぜか考え、学習に対する興味・関心を持

つ。 

②統計資料のグラフから、群馬県の工業の

特色や全国的な地位を理解する。 

③交通の様子と人口の概要を調べ、交通が

発達しているのはどういうところか考えさ

せる。 

④コミュニティバスの長短を考えた上で、利

用を増やしていくためにはどうしたらよい

か、自分なりに考える。 

⑤本時の学習を終了した時点での「群馬県

はどんなところ」を考えて書く。 

①群馬県が昔「くるま」という名前だったこと、自動車の普及率

や運転免許の保有率が全国でも高いこと等を説明する。 

②富士重工業の前身・中島飛行機との関連を簡単に説明す

る。工業生産額上位五都市の概要についても、簡単に説

明をする。 

③考えやすいよう、鉄道や高速道路、国道が集中している状

態を「交通が発達している」とする。人口や工業、地形と関

連づけて考えるよう指示する。 

④コミュニティバスが導入されている背景、利点、運行の様子

等について説明する。考えやすさと興味・関心を高めること

を考慮して、学校の近くを走る高崎市営の「ぐるりん」京ヶ島

線のものを提示する。実感を持ち、社会参加への意欲が持

ちやすいよう、公共交通機関等の長短は生徒の生活経験

に基づいて考えさせる。 

☆【評価】コミュニティバスの利用増加について、 
自分なりに考える（ワークシート・観察）《興》《考》 
⑤主に交通面から見た群馬県について書かせる。今後、交

通についてどうなってほしいか、どう利用していきたいか、

などについても書かせる。 

ま
と
め
る 

５ 
 

群
馬
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
！ 
☆学習してきたことを生かして、群馬県のよ

さが伝わるような言葉や絵を考え、ポスター

を作成する（個人・一斉） 

①群馬県の施策や今までの学習から、２０

年後の群馬県について、どうなっていて

ほしいか考える。 

②群馬県のよさが、日本中の人、世界中の

人に伝わり、群馬県に訪れてみたくなるよ

うな観光ポスターを作成する。 

（０）誰に伝えたいか考える 

（１）よさは何か考える  

（２）キャッチコピーを考える 

（３）レイアウトを考える 

（４）ポスターを作成する 

③本単元の学習を終了した時点での「群馬

県はどんなところ」を考えて書く。 

①群馬に未来について、「21 世紀のプラン」や「子どもを育て

るなら群馬県」「200 万県民が創造する群馬の観光」などの

施策に基づいて説明する。将来を担うのは子ども達であり、

自然的・社会的に優れた環境を作っていこうとしていること

などを説明する。 

②今まで学習してきたことを生かして、（０）から（４）の手順で

作成させる。学習で使用した自己評価カードやワークシー

ト等を使用して、学習を振り返らせる。群馬県の特色が表

せ、魅力が伝わるようにすることを伝える。 

②２時間で作業が終わるように、Ａ４の紙に描かせる。作品は

白黒でもよいとするが、作業が早い者には色鉛筆等で彩色

をさせる。 

☆【評価】群馬県のよさが伝わるようなポスター（チラシ）を作る
（ワークシート・作品）《考》《資》 
③学習以前の自分の考えや本単元全体の学習内容をふまえ

て書かせる。 

 
Ⅶ 本時  （…省略） 


